
持続的な農業生産の技術体系（水稲）

○ 水田農業においては、稲、麦、大豆等の輪作により連作障害や病害虫を抑制し、一体的に取り組むことが

効果的。

〇 水稲の持続可能な栽培体系においては、積極的な土づくりや適切な水管理等による、化学肥料や化学農薬

の低減が不可欠。
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田植え直後、移植数日後のごく早い時期
に、苗の上からチェーンを引っ張ることで、
水田全体の表土をかき混ぜて除草。チェー
ン除草機の材料は２万円程度で調達でき、1
日程度で作製も可能。
その後も新たに発芽してくる雑草が活着

する前に5-7日間隔で最高分げつ期頃まで4-
5回作業すると、出穂期の雑草が半減し、減
収を抑制。

チェーン除草 両正条植田植機

移植後３日目のチェーン作業の様子

水稲移植後１ヶ月後の水田の様子

資料：農林水産省「水稲の技術情報のページ」から抜粋 資料：農業機械技術クラスター | 農研機構 (affrc.go.jp)

従来の機械除草では、田植機の移植作業方向と同
じ方向でしか機械除草を行うことができなかったため、
株間の除草効果が低い。
両正条植田植機により、水田の縦横２方向の機械除

草が可能となり、除草効果の向上が期待。

※両正条植え・・・植付株の条間と株間が同じ距離に保たれ、植付条
と直交する方向にも植付株が直線上に揃った状態。

（イメージ）

従来の田植機を使用 両正条植田植機を使用

×

○

○

○

雑草抑制技術

○ 除草剤を使用せずに雑草の発生を抑制する方法として、チェーン除草等がある。低コストで取り組むこと

ができ、雑草害による減収を抑制することが可能。

○ また、両正条植田植機の登場により、従来不可能だった縦横２方向の機械除草が可能となり、労働時間の

短縮が期待。
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水稲への土壌のケイ酸供給力（可給態ケイ酸含
量）が低い水田が増加傾向。
ケイ酸供給力が低いと割れ籾が増加し、カメムシ

の玄米吸汁による斑点米被害を助長。
ケイ酸資材※を施肥することで籾殻のケイ酸濃度を

高め、割れ籾の発生を抑制。

撮影用ドローンで空撮した画像を分析し、
病害虫・雑草の発生箇所を検知。 分析結果
を元に、農薬散布用ドローンによるピンポ
イント農薬散布を実施。

ドローンによるピンポイント散布を行う
ことにより、 動力散布機械に比べて農薬散
布量は30～50％ 削減可能で、作業時間も
50～75％削減可能。

ドローンを利用したピンポイント農薬散布 土壌のケイ酸供給力に基づいた

斑点米被害抑制技術

資料：農林水産省「令和３年度農業分野におけるドローンの活用状況」から抜粋 資料：農林水産省「水稲の技術情報のページ」から抜粋

カメムシの吸汁

ケイ酸資材の施用

※ケイ酸資材（有機栽培の場合）・・・鉱さいケイ酸質肥料（ケイカル）
熔成りん肥（熔リ ン）
籾殻低温焼却灰等のJAS有機対応資材

病害虫抑制技術

○ ドローンを利用したピンポイント農薬散布により、動力散布機械に比べて農薬散布量を削減可能。また、

作業時間も動力散布機械に比べて削減可能。

○ また、ケイ酸資材を施用することで割れ籾の発生を抑制し、斑点米カメムシ類の吸汁による斑点米被害の

助長を防ぐことが可能。
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化学農薬・化学肥料の使用量の低減に資する技術のポイント

○ 農林水産省は、各都道府県の生産現場において既に実践されている化学農薬・化学肥料の使用量の低減に

資する技術を聞き取り、代表的な技術とその技術のポイントを取りまとめました。
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